
データベース論第 6 回 

 

データのための基地(Base) 

ある目的の情報が、体系的、網羅的に蓄積され、さらに整理されていなければならない。 

↓ 

さらに、利用されることも考えておかないとならないし、技術への対応も考えなければな

らない。 

 

学術情報センター→国立情報学研究所（国内の大学･研究所） 

(文部科学技術センター) 

 

日本科学技術センター→化学、薬学、電気、工業(国際的著名な分野の DB サービス・構築) 

(総理府) 

 

アジア歴史資料センター 

 

データベースを作る 

（システム、データ）分析、設計→                   

↓ 

システム開発、実験   

【プログラマー、施工業者】 

↓ 

利用 

 

データモデル 

l 階層型 

l 網方   CODASYL→[データベースモデル] 

l 関係型 

 

逆ファイル方式 

仕事の流れ            システム設計 

情報の受け渡し 

情報の内容             データ設計 

  【データ製作者】 

今日はちゃんと聞いてなかったので余り参考になら

ないかもしれない・・・。すまん。 



 

実世界(種類が多様で内容が多い) 

統合化 

 

 

（１） 外部スキーマ 

↑ 

（２） 概念のスキーマ 

↓ 

（３）内部スキーマ  

 

D B M S （データベース管理システム） 

 

 

データモデル 

具体的 

システム化 

構築 

応用プログラム１ 

（利用部門①） 

応用プログラム２ 

（利用部門②） データ格納構造 

実
世
界 


